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名曲の向こう側
第4回

ドビュッシー／「月の光」

内藤 晃

フランスの画家アントワーヌ・ヴァトー
（1684―1721）が好んで描いたフェー

ト・ギャラント（雅やかな宴）。洒脱な仮装をし
て、のほほんと野外で戯れる貴族たちの「雅やか
な宴」の光景は、失われてしまった、革命前の古
き良きフランス（アンシャン・レジーム）の象徴
でもありました。旅行や美術鑑賞が盛んになった
19世紀後半のヨーロッパで、人々は昔日への憧
憬を募らせ、詩人ポール・ヴェルレーヌ（1844―
96）は「雅やかな宴」を詩集に詠んでいます。
「雅やかな宴」に集った貴族たちは、流行りの

イタリア喜劇（コメディア・デッラルテ）のキャ
ラクターのコスプレをして匿名性をまとい、お酒
を飲んで歌い踊り、そこで出会った異性とかりそ
めの恋の戯れを楽しみました。ヴェルレーヌは、
詩集「雅やかな宴」で、そんな彼らの享楽的な姿
の内面にある虚しさや悲哀を、月の光に託して詠
い上げました。

あなたの魂は選ばれた風景だ
仮面劇とベルガモの踊りが似合う
リュートを奏でて踊っているが
仮装の裏では憂いているかのよう
（ヴェルレーヌ「月の光」より／小阪亜矢子訳）

ここでは、マスク（仮面）と韻を踏むかたち
で、ベルガマスク（ベルガモ風）という単語が使
われ、ベルガモ発祥のイタリア喜劇が暗示されて
います。この形容詞がクロード・ドビュッシー
（1861―1918）の「ベルガマスク組曲」のタ
イトルになりました。この組曲では、昔日の「雅
やかな宴」の時代への憧憬が、クラヴサン的な簡
素な音づかいと、メヌエットやパスピエといった
古風な踊りのスタイルに託されています。そして
第3曲「月の光」。「ベルガマスク組曲」の命名
からもわかるように、単に月光の美しさを描いた
音楽ではなく、ヴェルレーヌの同名の詩にインス
パイアされた音楽です。空想の中で立ち現れる往
時の「ギャラント」なフランスは、華やかさと虚
しさを同時に秘めていました。今はもう見られな
い、淡いセピア色の光景です。

ドビュッシーは「雅やかな宴」の世界観に魅せ
られ、ほかにも、連弾による「小組曲」や、歌曲
集「雅やかな宴」第1・2集などさまざまな形で
音楽化しています。第1集に収められた歌曲「月
の光」は、ヴェルレーヌの同じ詩につけられた音
楽で、ピアノ曲と共通する気分漂うなか、詩の世
界とのマリアージュを、言葉によってより深く体
感することができます。ピアノ曲「月の光」は大
変な人気曲ですが、そもそもどんな音楽なのか、
という原点にいまいちど立ち返ってみると、耳馴
染みの旋律がまるで違って聴こえてくるのではな
いでしょうか。

内藤 晃（ないとう・あきら）
ピアニスト・指揮者・作編曲家。
「もっと深い音楽体験」への道案内をラ
イフワークとし、独自の切り口による講
座やレクチャーコンサートが好評。オー
ケストラの弾き振りも行う。「おんがくし
つトリオ」主宰。 （イラスト＝ © いとう まりこ）

推薦盤：「ベルガマスク組曲」はパスカ
ル・ロジェ（ピアノ）の新盤［ONYX］
が、淡く退廃的な空気感を漂わせた好
演。歌曲集「雅やかな宴」は、エリー・
アメリンク（ソプラノ）とダルトン・ボ
ールドウィン（ピアノ）のデュオ［ＥＭ
Ｉ］が一押し。歌曲伴奏の大家ボールド
ウィンの文学的なピアノが絶妙である。

あの曲って、そういう曲だったの!?　ピアニスト内藤晃が、
思わず「へぇ！」と唸ってしまう「名曲の向こう側」に皆様をご案内します。
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アントワーヌ・ヴァトー画
「雅びやかな楽しみ（Récréation galante）」

（1717―19頃）


